
帯広市立翔陽中学校 学校だより 特別号②（教育活動の具体） 令和８年５月１８日（月）

帯広市立翔陽中学校

校長 大泉 昭人
TEL ２４－３１２１
ホームページはこちら →

《学校教育目標》 豊かな心で たくましく 意欲をもって 希望(ゆめ)を叶えよ 《今年度スローガン》 揺るぎない翔陽プライドの確立 翔陽中HP

＜本校の特色として＞

(8) ＮＥＴ利用安全教室 「被害者にも加害者にもならない」

NET利用の利便性とリスクについて、具体例を示しながら、

様々な場面で考える機会を設定しています。

(9) いのちの学習「自分を守り・相手を守り・命を守る」

「多様な性、思春期の心と体」への理解を通して、「いのちの

尊さ、責任」について深く考える機会にしています。

２年「対等な関係」

助産師による授業

翔陽版「お悩みポスト」

スマホ安全教室

情報モラル教室

１年「多様な性」

＜はじめに＞ 安全確保のために必要な知識・行動を理解

し、生命尊重や安全な生活を送る基礎を培い、安全で安心な

社会づくりに貢献できるようにすることを目的に以下の取組

を進めていきます。

＜取 組＞

登校指導

部活動集会

交通安全教室

避難訓練

防犯教室

防災教室

薬物連用防止教室

-１-

(1) 登校指導 ＜4/8-10、8/25-27＞

1･2学期始め、本校職員で校舎北側
･北西側･南側及び通学生徒の多い

道路の交差点や横断箇所で交通指

導を行います。（地域の方には毎日

見守っていただいています）

(5) 防犯教室＜2年＞

１人1台端末をを活用し、道警とオン

ラインでつないで、犯罪やいじめ等

について学習します。昨年度は、い

じめで子を亡くした母親の手紙動

画を紹介しましたが、今年度も生徒

の心の響く内容を予定しています。

(4) 避難訓練＜4/21･9/4＞

4月は、「北海道・三陸沖後発地震注

意情報」下での訓練となりました。

（内容は「楽メ」でお伝えしました）

様々な状況下で、避難経路や「危険

を予測し、回避する」行動や、地域の

一員としての役割を確認します。

(2) 自転車通学生集会 ＜4/13＞

自転車通学生保護者会と連携して、

昨年度よりヘルメット着用となりま

した。自転車通学生には集会を通し

て約束を確認し、後日、部活動集会

でも同様の指導を行いました。

(6) 防災学習＜1年12/4＞

市役所より講師を招き、危険の予測

や備えの大切さを学習します。簡易

担架による救護や簡易トイレの処

理を体験し、避難所における役割に

ついて考えを深めます。（平成28

年の豪雨の際、翔陽生が避難所で

活躍したことを大切にしたいです）

① 携帯・スマホ安全教室＜1/14＞

外部の専門職員を講師に、情報リテラシーを

身につけ、情報を安全に賢く扱うにはどう

したらいいのか､実例をもとに考える学習

を行います｡

② 情報モラル教室

道徳の授業でも情報モラルや適切な使用に

ついて考える学習を行います。

① １年「多様な性」の学習 ＜担任より＞

「性の多様性」、「当事者の悩み」について学

習します。昨年度は、多様性を認め合うこ

と、人権の大切さ、悩んでいる人に自分が

できることについて考える姿が見られました。

② ２年「対等な関係」の学習 ＜講師より＞

「いやな思いをなくす方法」、「デートDV等の

性暴力」について学習します。昨年度は、い

やな思いや性暴力をなくすにはどうしたら

いいかを真剣に考える姿が見られました。

③ ３年「生と性」の学習 ＜助産師より＞

「いのちの誕生の奇跡」、「思春期の心と体」、

望まない妊娠や性感染症」、「避妊」、「SNS

の正しい選択」について学習します。昨年度

は、命の尊さ、性感染症の実態、命の責任に

ついて考える姿が見られました。

④ 全学年「SOSの出し方」の学習

「ストレスの対処法」、「困ったときの解決方

法」について学習します。SOSの出し方、悩

んでいる人へのサポートについて考える機

会にします。

⑤ 相談窓口の案内

翔陽中ガイドに掲載している相談窓口の他

に、毎朝行っている「心の健康アプリ」、「翔

陽版お悩みポスト」についても改めてお話し

ます。（カードはすでに配付しています）

＜目指す姿＞ 自他を尊重し、思いやりのある生徒（生徒像３）
○ 昨年度は学習を通して、「今だけ、自分だけ」ではなく、「こ
れからも、みんなも」幸せに生活するために、「自分にでき
ることは何だろう」と考えている感想が多く寄せられました。

○ また、困ったときには相談することが大切で、困っている人
の力になろうとする生徒も多くいました。

※ 今年度も、さらに工夫しながら取組を継続していきます。

(7) 薬物乱用防止教室＜3年＞

講師を招いて、３年生を対象に薬

物の恐ろしさや、忍び寄る誘惑から

自身を守るための学習をします。

(3) 交通安全教室 ＜1･2年5/18＞

帯広警察署より講師を招き、主に全
国的に事故の多い自転車の使用に

ついての指導を実施します。

本校の教育活動を紹介します。情報量が多く読みにくいかも知れませんが、目を通してもらえるとありがたいです。
ねらいや思いをご家庭と共有しながら、各取組を進めていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。



＜全国学力・学習状況調査＞

令和７年４月に実施し

た結果は以下の通りです。

（今年度の結果は後日紹介）

学力調査

生徒質問

主体的に学ぶ生徒主体的に学ぶ生徒

国 語 平均正答率が全国平均を上回っている。

○ 自分の考えが伝わるように表現を工夫できる。

○ 登場人物の設定の仕方を捉えることができる。

▲ 読み手の立場に立って、文章を整えることができる。

▲ 根拠を明確にして記述することができる。

数 学 平均正答率が全国平均を上回っている。

○ 必ず起こる事柄の確率について理解している。

○ グラフから必要な情報を読み取ることができる。

▲ 式の意味を読み取り、数学的な表現で説明できる。

▲ 相対度数の意味を理解している。

理 科 平均正答率が全国平均を上回っている。

○ 加熱実験の操作に関する技能が身についている。

○ 情報収集についての知識・技能が身についている。

▲ ボーリング調査から地層の広がりを表現できる。

▲ 仮説を立て、実証実験を計画することができる。

改善の方策 主に以下の取組を実施しています

①学習内容を着実に定着させる取組をしています

・反復による基礎基本の定着 ・家庭学習の取り組み方指導 ・学び直しと発展的学習の実施

②説明したり考えを表現したりする活動を行っています

・作文の書き方指導 ・場面に応じた表現の指導 ・分かったことや過程を言葉でまとめる場の設定

③生徒指導の視点※を生かした学習スタイルで臨んでいます

・生徒指導の視点をいかした教育活動を通して、個別最適な学びと協働的な学びに取り組む環境づくり

④実効性を高める取組をしています

・授業アンケート等を活用した短いスパンでの見直し ・校内研修や各種研修の活用

-２-

＜教育活動の具体＞ 「翔陽」（特別号①）では、学校教育目標の達成に向けて、知・徳・体を一体で

育む教育活動の「概要」を紹介しましたが、本紙では「具体」を紹介します。

①安全指導の取組（p1） ②学力向上の取組（p2～3） ③体力向上の取組（p4）

④豊かな心を育む取組（p5～6） ⑤小中連携（学びをつなぐ）（p7～8）

特 徴 結果を分析して

①経年変化より

・現中３を10年前の本校中3と比較すると、家庭学習時間が大きく減少

し、学習以外のスクリーンタイムが大きく増加した。

（家庭で過ごす時間：学習→スマホ等視聴へ）

・現中３を小６時と比較すると、3教科とも正答率が全国より高く、その

差は大きくなった。

②クロス集計より

・学校以外で１時間以上学習している生徒は、正答数が高い傾向。

・困った時に大人に相談できると回答した生徒は、正答数が高い傾向。

③ウェルビーイングに関する質問（自己肯定感など）より

・14項目中９項目で、全国平均を上回っている。

生徒質問 ○…全国を大きく上回る ▲…下回る

○ 自分にはよいところがある。

○ 先生は分かるまで教えてくれる。

▲ 平日、学校以外で１時間以上学習している。

▲ 自分で学び方を考え、工夫することができる。

※ 生徒指導の視点

①自己存在感の感受

②共感的な人間関係の育成

③自己決定の場の提供

④安全・安心な風土の醸成



＜取 組＞

-３-

(4) 学習習慣の定着を目指して

自学ノート

家庭学習用教材を自由に使えます

学習の振り返り

大人向け学習会

子育て講話

見え方実験

(1) 指導工夫で学びの充実へ

② 数学少人数指導・TT指導

学習の定着を目指し、少人数のグ

ループ別の学習（１学級を２グループ

で学習）や、TT指導（１学級に複数

の教員が入り指導）を行います。

① 朝読書

読書の習慣化、落ち着いた日常を

定着していく「朝読書」を朝の会の

前に行います。

③ はばたき学習クラブ

【放課後版】 ＜6～2月＞

定期テスト前（1～3年：前期中間前6/8

～10・前期期末前８/30～9/2、1･2年：後期

中間前11/16～18、学年末前2/9～10）の

放課後に実施します。希望生徒は

教員や地域ボランティアに質問しな

がらテスト勉強します。

【塾講師版】 ＜9～11月＞

地域ボランティア（塾講師）が、希望者

を対象に（3年生9～10月の５日

間、1･2年生11月の３日間）、放課

後、受験及び試験勉強のサポートを

行います。（数・理・英）

【夏･冬休み版】

夏休み６日間（7/27-29、8/17-19）・

冬休み３日間（12/25･28、1/6）、小中

教員、高校生･畜大生の協力のも

と実施します。生徒たちは宿題や

課題、ｅライブラリー、AIドリル等に取

り組みます。

④ お楽しみ教室
【お花教室】 ＜8/18、12/28＞

地域ボランティアを講師に招き、翔陽

中校区の児童生徒･保護者･教職

員を対象に実施します。夏は季節

の花のアレンジ、冬はお正月飾りに

挑戦し、表現力や情操を磨きます。

【実験教室】 ＜8/19、12/25＞

様々な方を講師に招き、翔陽中校

区の児童生徒･保護者･教職員を

対象に実施します。内容は未定で

すが、昨年度は、「折り紙建築」（釧

路高専）、「岩石標本づくり」（本校

理科教諭と畜大生）、「ブタの眼球

解剖」（本校職員）、「マイ箸づくり」

（ネイパル足寄）、「ウシの生殖器解

剖」（本校職員と畜大生）を行いま

した。普段できない実験や、郷土

帯広の産業を学ぶ機会にします。

朝読書

授業でのＩＣＴ活用

夏・冬休み学習会

塾講師による学習会

放課後の学習会

お花教室

岩石標本

人工授精

ブタ眼球解剖

実験教室

折り紙建築

マイ箸

箸づくり

実験教室

ウシ生殖器解剖

② ＩＣＴの活用
大型モニターや、１人１台端末の活

用により、個々の習熟度や興味に

応じた学習を充実させるなど、効

果的な指導工夫を進めます。

（AIドリル「ミライシード」も活用）

少人数指導

TT指導

(3) よりよい授業を目指して

研究テーマ「学習指導と生徒指導の一体化」～生徒指導の４つ
の視点をいかした授業づくり～により、生徒の自己指導能力の向
上をめざして、計画的に校内研修（教員や関係者による授業参観
や協議）を行っています。

エリア公開研（研究協議）

授業後の研究協議

「授業づくり」研修

研究授業

「授業づくり」研修

「分かる・活躍の場がある授業づくり」

① 校内研究

【全体研修】 生徒指導の視点（①自己存在感の

感受、②共感的な人間関係の形成、③自己決定

の場の提供、④安全・安心な風土の醸成）をい

かし、生徒理解に基づく学習者主体の授業づく

りの研究を進めます。

【授業研修】 ミニ授業研や、指導主事を招いた

全学年の研究授業と協議を行います。ICTの

活用、生徒指導の視点、効果的な対話を取り入

れながら、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体的な充実を図る授業づくりを目指し、積

極的に外部の助言を活用していきます。

【書面研修】 各種資料を活用し、理論や事例に

照らした授業づくりを進めます。

② エリア研修 （本校･帯小・柏小･東小）

【プロジェクトチーム】 翔陽中エリアで学習状況等を

交流し、エリアの重点（昨年度は「書くこと」）を定

め、各校で取組を進めます。

【エリア公開研】 本校を会場にエリアの教員が参集

し、授業参観と研究協議を実施します。（11/9）

③ 授業アンケート ＜左枠：R7.6月→12月＞

生徒の学習状況等の把握と変容を見るために

定期的に実施します。その他の調査やテスト結

果の分析も行い、短いスパンで成果や手立てを

検討、実施します。

① 家庭学習の推進

春より「家庭学習の手引き」を使って取り組み

方を指導し、宿題や課題以外に自学ノ ート、AIド

リル「ミライシード」などを活用して習慣化を目指し

ています。昨年は、生徒会学習委員会の作成し

た学習プリントや呼びかけ、先生からの励まし・

助言を受け、工夫しながら粘り強く取り組む生

徒が少しずつ増えてきました。

② 自らの取組への振り返り
テスト計画表の振り返りや教育相談により、自

分を見つめる機会としています。昨年は、多く

の生徒がスケジュール管理や学習への取り組み

方を見直し、調整しようとしていました。また、

将来を見据え、行動に責任や覚悟をもつよう

になりました。

③ 家庭との連携

「勉強法や進路情報」（畜大錬成会塾長）、「高校

の諸費」（本校教員）、「子育て」等をテーマに「大

人向け学習会」を２学期に実施します。また、懇

談会や通信等を通して家庭と一緒に環境づく

りを進めてたいと考えています。

(2) キャリア教育の充実へ

将来「自立し、幸せな人生を切り拓く」ための能力や心を

培うための取組を行います。詳しくは、ｐ６「将来の自分の

姿を考えるための取組」で紹介しています。

※R7アンケート結果(6⇒12月)

□授業内容がわかる
（５教科平均）
全校：79％→79％
（内容が難しくなる中で維持）

□自分の考えが伝わるよう
根拠を示して書いている
全校：68％→70％
（高学年ほど大きく上昇）

＜目指す姿＞ 主体的に学び、向上心のある生徒（生徒像１）
○ 昨年度は、授業づくりとアンケートの活用により、効果的な取組
の改善につながり、生徒の向上心は高まっていました。

○ また、キャリア教育の視点での教育活動や教育相談により、生徒
は将来を見据え、主体的な取組へと変化していきました。

※ 今年度も、さらに工夫しながら取組を継続していきます。

※R7アンケート結果(6⇒12月)
□平日の家庭学習
（１時間以上）
全校：54％→59％
（特に３年生は20％近く上昇）



（令和７年度中２の結果）

（令和７年度中２の結果）

-４-

たくましい生徒たくましい生徒

＜全国体力・運動能力・運動習慣等調査＞

＜取 組＞ 主に以下の取組を実施しています

部 活

体育祭

体育の工夫

調理実習

食育指導

Ｓリーグ

体育祭

部 活

Ｓリーグ

Ｓリーグ

出前授業

合同体育

＜目指す姿＞ 何事にも挑戦し、やり抜く生徒（生徒像２）

○ 昨年度、体育の振り返りや行事の感想等を見ると、「楽しい」
と感じている生徒が多くいました。目的をもって授業や行事
に臨み、教え合ったり、協力したりして、達成感を得ている
と考えています。

○「朝食はほぼ毎日食べている」と答えた生徒の割合は 93％以
上（食育アンケート）にのぼり、保健体育や食育指導等を通
して、健康についての意識が高まっていると考えています。

※ 今年度も、さらに工夫しながら取組を継続していきます。

(1) 体育授業の工夫
・効率的な体の使い方の指導や、基礎的

な筋力を向上させる運動を取り入れ、

運動量を確保した授業展開を行ってい

ます。

・教え合いやICT活用等で、できる喜び

を感じる授業を目指しています。

(2) 対抗戦「Ｓリーグ」の実施
・球技大会（Ｓリーグ）や、体育祭等の体育

的行事を実施していきます。

＜Sリーグ種目＞

ハンドボール・バスケットボール・ソフトボール
フットサル・バレーボール・アイスホッケー

昨年、生徒は様々な種目の特性や楽し

さを味わい、対抗戦を通して仲間意識

を高めていました。

(3) 日常的に運動に親しむ機会の設定
・昼みに体育館開放を実施し、生徒会

保体委員会が中心となって運営してい

ます。生徒たちは、この時間に楽しく汗

を流しています。

・また、部活動等で日々汗を流している

生徒がたくさんいます。

(4) 感染対策と教育活動
・感染症等の状況を注視し、その都度、

市教委の指導・助言のもと教育活動を

進めています。

(5) 望ましい生活習慣の定着
【食育指導】 食育指導員を講師に招き、

「食の大切さ」について学習します。

ふるさと十勝帯広の食材についての知

識や、食を含む生活習慣が健康や成長

に与える影響などについて学びます。

【食育通信】 給食だよりとともに活用し

た食育に関する情報発信をしています。

【調理実習】 家庭科で実施し、「食の大切

さ」について学習しています。

【教育相談等】 計画表を活用した生徒と

の面談を通して、望ましい生活習慣に

ついて、個別に相談していきます。

【その他】 保健での学習や部活動指導等

を通じて、栄養・休養・運動の大切さを

伝え、保護者にご協力をいただいてい

ます。

(6) 小学校との連携
【出前授業】 本校の体育教師がエリア小

学校に赴き、体育専科教師と合同で実

施。効率的な体の動かし方や体力づくり

を小学校と連携して行います。

【合同体育】 近隣小学校に本校生徒が赴

いて実施します。生徒にとっては教える

ことで理解が深まり、児童にとってはマ

ンツーマンで個別に学ぶことができます。

＜体力・運動能力＞ 男子 女子

種 目 体力要素 全国比 全国比

身 長 － －
体 重 ◯ －

握 力 筋力 － △
上体起こし 筋パワー･筋持久力 ◯ ◯
長座体前屈 柔軟性 ○ ◯
反復横とび 敏捷性 － △
20ｍシャトルラン 全身持久力 △ －
50ｍ走 疾走能力 △ △
立ち幅とび 筋パワー･跳躍能力 － ◯
ハンドボール投げ 巧緻性･投球能力 － ◯

合 計 － －
※全国比･･･ R７全国中２の得点より､高い(○)､同程度(－)､低い(△)

＜R７の全国中２と比べて＞
◯ 筋持久力・柔軟性が高い（男女共通）
△ 疾走能力に課題が見られた（男女共通）
＜同一学年と比べて＞
◯ 現中２が中１時と比べて、体格・体力ともに向上（男女共通）
＜生徒質問＞
◯ 運動をする・みる・サポートに興味がある（男子）
◯ 運動を知る・つながりや一体感に興味がある（女子）

男 子

女 子


